
沖縄県の現・地域医療構想の進捗と 
新たな構想策定に向けて

令和7年1月25日（土） 
沖縄県地域医療構想セミナー

沖縄県保健医療介護部 医療政策課



Okinawa	Prefectural	Government		Medical	Policy	Division/2024

１．地域医療構想とはChapter

Ⅰ．病床機能報告 
Ⅱ．役割分担と連携 
Ⅲ．病床整備

１．現・地域医療構想の進捗
→　✕ 
→　◯ 
→　△
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● 病床機能報告と病床数の必要量の比較
区分 年度 高度 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計

病床数の必要量 2013（H25) 1,601 4,425 3,646 3,894 13,566

病床機能報告 2015（H27) 1,758 6,292 1,510 3,675 618 13,806

病床機能報告 2020（R2) 1,158 6,490 1,758 3,659 37 13,102

病床機能報告 2021（R3) 1,166 6,496 2,163 3,521 23 13,369

病床機能報告 2022（R4) 1,148 6,322 2,322 3,210 42 13,044

病床機能報告 2023（R5) 1,164 6,305 2,418 3,459 70 13,416

病床数の必要量 2025（R7) 1,831 5,428 4,674 3,348 15,281

●　病床機能報告(2023年度)と病床数の必要量(2025年度)の割合の比較

※回復期機能（サブアキュート・ポストアキュート・リハビリ機能） 
　1,498床（2015年）→2,418床（2023年）：920床増加 
　　10.8％（2015年）→  17.9％（2023年）：7.1％増加 

一定程度増えており、地域医療構想の取組は進んでいると考えられる
が、目標とする必要病床数には到達していない状況。　 
　

2023年度 
病床機能報告

2025年度 
必要病床数

高度急性期 

12.7 ％ 急性期　456％ 回復期 

10.9％
慢性期 

27.3％

12.0％ 35.5％ 30.6％ 21.9％

休棟等 
3.5％

2015年度 
病床機能報告

8.7％ 　47.0％ 18.0％ 25.8％

沖縄県Ⅰ．　病床機能報告



Okinawa	Prefectural	Government		Medical	Policy	Division/2025 5

北部

● 病床機能報告と病床数の必要量の比較
区分 年度 高度 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計

病床数の必要量 2013（H25) 74 227 276 504 1,081

病床機能報告 2015（H27) 12 537 124 456 54 1,184

病床機能報告 2020（R2) 28 461 218 310 0 1,017

病床機能報告 2021（R3) 28 461 232 310 2 1,033

病床機能報告 2022（R4) 24 447 232 310 2 1,015

病床機能報告 2023（R5) 24 461 218 390 2 1,095

病床数の必要量 2025（R7) 83 312 326 395 1,117

●　病床機能報告(2023年度)と病床数の必要量(2025年度)の割合の比較

2023年度 
病床機能報告

2025年度 
必要病床数

高度急性期 

2.2 ％

急性期 

42.1％
回復期 

19.9％
慢性期 

35.6％

高度急性期 

7.4％
急性期 

28.0％
回復期 

29.2％
慢性期 

35.4％

※　令和２年に北山病院の療養病床60床を介護医療院へ転換している。

休棟等 
0.2％

Ⅰ．　病床機能報告

๏　必要病床数と既存の病床数は、ほぼ一致している。 
๏　回復期機能が不足している。　
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中部

0% 25% 50% 75% 100%

⾼度 急性期 回復期 慢性期 休棟等

● 病床機能報告と病床数の必要量の比較
区分 年度 高度 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計

病床数の必要量 2013（H25) 483 1,318 1,285 1,294 4,380

病床機能報告 2015（H27) 373 1,790 703 1,233 130 4,229

病床機能報告 2020（R2) 136 2,020 609 1,268 0 4,035

病床機能報告 2021（R3) 215 2,002 857 1,204 0 4,100

病床機能報告 2022（R4) 184 1,900 890 1,046 0 4,020

病床機能報告 2023（R5) 211 1,859 926 1,210 22 4,228

病床数の必要量 2025（R7) 561 1,639 1,691 1,101 4,992

●　病床機能報告(2023年度)と病床数の必要量(2025年度)の割合の比較

2023年度 
病床機能報告

2025年度 
必要病床数

高度急性期 

5.0％
急性期 

44.0％
回復期 

21.9％
慢性期 

28.6％

高度急性期 

11.2％
急性期 

32.8％
回復期 

33.9％
慢性期 

22.1％

※回復期機能（サブアキュート・ポストアキュート・リハビリ機能） 
　　703床（2015年）→926床（2023年）：223床増加 
　　 16.6％（2015年）→ 21.9％（2022年）：5.3％増加 

一定程度増えており、地域医療構想の取組は進んでいると考えられるが、
目標とする必要病床数（割合）には到達していない状況。　 
　

0% 25% 50% 75% 100%

⾼度 急性期 回復期 慢性期 休棟等

Ⅰ．　病床機能報告



Okinawa	Prefectural	Government		Medical	Policy	Division/2025 7

南部

0% 25% 50% 75% 100%

⾼度 急性期 回復期 慢性期 休棟等

● 病床機能報告と病床数の必要量の比較
区分 年度 高度 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計

病床数の必要量 2013（H25) 972 2,538 1,811 1,913 7,234

病床機能報告 2015（H27) 1,351 3,326 620 1,729 296 7,322

病床機能報告 2020（R2) 960 3,384 868 1,687 37 6,936

病床機能報告 2021（R3) 883 3,395 1,011 1,655 0 6,994

病床機能報告 2022（R4) 900 3,364 1,137 1,499 19 6,919

病床機能報告 2023（R5) 889 3,380 1,211 1,534 25 7,039

病床数の必要量 2025（R7) 1,111 3,172 2,350 1,699 8,332

●　病床機能報告(2023年度)と病床数の必要量(2025年度)の割合の比較

2023年度 
病床機能報告

2025年度 
必要病床数

高度急性期 

12.6％
急性期 

48.0％
回復期 

17.2％
慢性期 

21.8％

高度急性期 

13.3％
急性期 

38.1％
回復期 

28.2％
慢性期 

20.4％

※回復期機能（サブアキュート・ポストアキュート・リハビリ機能） 
　　620床（2015年）→1,211床（2023年）：591床増加 
　　 8.5％（2015年）→  17.2％（2023年）：8.7％増加 

回復期病床の数・割合ともに倍近く増えており、地域医療構想の取組は進んでいる
と考えられるが、目標とする必要病床数（割合）には到達していない状況。　 
　

休棟等 
0.4％

Ⅰ．　病床機能報告
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宮古

● 病床機能報告と病床数の必要量の比較
区分 年度 高度 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計

病床数の必要量 2013（H25) 40 156 119 139 454

病床機能報告 2015（H27) 11 330 19 303 663

病床機能報告 2020（R2) 17 310 0 350 696

病床機能報告 2021（R3) 17 310 19 308 654

病床機能報告 2022（R4) 17 286 19 311 633

病床機能報告 2023（R5) 17 286 19 281 603

病床数の必要量 2025（R7) 39 150 118 107 414

●　病床機能報告(2023年度)と病床数の必要量(2025年度)の割合の比較

2023年度 
病床機能報告

2025年度 
必要病床数

高度急性期 

2.8％
急性期 

47.4％

回復期 

3.2％
慢性期 

46.6％

高度急性期 

9.4％
急性期 

36.2％
回復期 

28.5％
慢性期 

25.8％

๏ 必要病床数を上回る数の病床がある 
๏ 回復期病床が圧倒的に少ない

Ⅰ．　病床機能報告
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八重山

● 病床機能報告と病床数の必要量の比較
区分 年度 高度 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計

病床数の必要量 2013（H25) 32 136 156 44 368

病床機能報告 2015（H27) 11 309 44 44 408

病床機能報告 2020（R2) 17 315 44 44 420

病床機能報告 2021（R3) 17 328 44 44 21 460

病床機能報告 2022（R4) 23 325 44 44 21 457

病床機能報告 2023（R5) 23 319 44 44 21 451

病床数の必要量 2025（R7) 37 154 189 46 426

●　病床機能報告(2023年度)と病床数の必要量(2025年度)の割合の比較

2023年度 
病床機能報告

2025年度 
必要病床数

高度急性期 

5.1％
急性期 

70.7％
回復期 

9.8％
慢性期 

9.8％

高度急性期 

8.7％
急性期 

36.2％
回復期 

44.4％
慢性期 

10.8％

休棟等 
4.7％

Ⅰ．　病床機能報告

๏　必要病床数と既存の病床数は、ほぼ一致している。 
๏　回復期機能が大幅に不足している。　
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Ⅱ．　役割分担と連携ー入院医療機関の機能分担
R6年10月 
平時運用へ改更　※毎年更新
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Ⅱ．　役割分担と連携ー沖縄県病床情報共有システム（OHBIS）

救急告知病院群

急性期病院群

回復期・慢性期 
病院群

精神病院群

ICU 
(2:1全般)

HCU

(4:1全般） 一般 地ｹｱ 回ﾘﾊ 療養 精神


(認知)

急性期 
病院シート

回復期・慢性期
病院シート

認知症 
ｼｰﾄ

専科シート 
（小児・周産期等）

※全病床シート 
　圏域別✕病院郡別シート　

救急車受入情報ｼｽﾃﾑ
（又はOASIS)

救急病院
シート

【追加情報】
๏ 救急受入件数（前日）

消防参照 退 
院 
調 
整 
ツ 

ル

ー

おきなわ津梁ネット
ワーク等

※今後検討　

※仮称

※ベッドの受入可能状況を 
　（診療所・訪問看護も含め）　 
全医療機関で共有する仕組み

沖縄県病床情報共有システム 
OHBIS（Okinawa HospitalBeds InformationSharing System ）

※「入院医療期間の役割
分担表」を参考に色分け


